
備 考

－

－

100 － 200

300

(150)

国文科 2

150

(180)

100

新 設 学 部 等 の 名 称

同一設置者内における変更状況（定
員の移行，名称の変更等）

年新
設
学
部
等
の
概
要 英文科 2

家政科家政専攻 2

　　年　月
第　年次

(300)

短期大学士

（文学）

平成25年4月

平成25年4月

第１年次

同上短期大学士

（文学） 第１年次

平成25年4月

演習

(150) (300)

大妻女子大学
　家政学部
　　被服学科〔３年次編入学定員〕（10）（平成24年3月申請済）
　　児童学科児童教育専攻〔３年次編入学定員〕（5）（平成24年3月申請済）
　　ライフデザイン学科〔３年次編入学定員〕（10）（平成24年3月申請済）
　文学部
　　日本文学科〔３年次編入学定員〕（10）（平成24年3月申請済）
　　英文学科〔３年次編入学定員〕（10）（平成24年3月申請済）
　　コミュニケーション文化学科〔３年次編入学定員〕（10）（平成24年3月申請済）
　社会情報学部
　　社会情報学科社会生活情報学専攻〔３年次編入学定員〕（10）（平成24年3月申請済）
　　社会情報学科環境情報学専攻〔３年次編入学定員〕（10）（平成24年3月申請済）
　　社会情報学科情報デザイン専攻〔３年次編入学定員〕（10）（平成24年3月申請済）
　人間関係学部
　　人間関係学科社会学専攻〔３年次編入学定員〕（10）（平成24年3月申請済）
　　人間関係学科社会・臨床心理学専攻〔３年次編入学定員〕（10）（平成24年3月申請済）
　　人間福祉学科人間福祉学専攻〔３年次編入学定員〕（10）（平成24年3月申請済）
　比較文化学部
　　比較文化学科〔３年次編入学定員〕（15）（平成24年3月申請済）

東京都千代田区三番町１２番地

　本短期大学部は女子に対し広く一般教育を施すと共に専門的な学芸を教授し、
高い教養と職業及び実際生活に必要な能力を有する人材を育成することを目的と
する。

収容
定員

編入学
定　員

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

入学
定員

年次
人

人

大 学 本 部 の 位 置

　少子化が進み、不況が深刻化するという社会情勢のなかで、入学者の確保が難
しく、定員割れや閉鎖に追い込まれる大学・短期大学が少なくないが、本学は、
これまで、入学定員を割ることなく健闘してきたと自負している。しかし、近年
では、１８歳人口の激減、都市へと受験生が集まりにくい経済及び社会状況、不
況に伴う就職率の低迷などから、本学においても、入学者数が減少する傾向が表
れ始め、平成２３年度には、新設された生活総合ビジネス専攻以外の全学科・専
攻で定員割れが生じるという事態に陥った。
  また、このような状況の中、教育上の弊害も日常化している。
　１つは、学生の学力低下の問題である。入学者の確保を優先してきた結果、推
薦入試や学力入試における合格点の低下が顕著となり、入学後、学生が授業内容
を十分に理解できないという状況が広く見られるようになった。もちろん、入学
予定者への課題、入学後の補習科目の履修といったリメディアル教育を導入した
り、各教員がＦＤ評価を活用して授業に工夫をこらしたりするなどの努力は続け
ているが、一方で、第三者認証評価を待つまでもなく、高等教育機関としてのレ
ベルの維持は不可欠である。
  もう１つは、退学者の問題である。家庭の経済状態、学力不足とともに、コ
ミュニケーションをうまくとることができないということも要因として増加して
いる。本学においては、退学率の分母となる在学者数が８００名前後と大きいた
め、退学者の実数は多いとはいえ、退学率にすれば５～６％程度にとどまってい
る。これは、本学がクラス担任制やオフィスアワーの設置、転学科・転専攻を認
める制度の導入、心理カウンセラーとの密接な連携など努力を重ね、教職員が鋭
意奮闘している表れの一端といえる。とはいえ、「心の病」が蔓延しつつあると
いう大きな社会状況の中では、教職員の努力の限界もまた明らかであり、きめ細
やかなケアをするためには、学生数の削減が必要であると思われる。
  以上のことから、本学では、短期大学としての教育の質を保持し、かつ優れた
人材を育成し世に輩出してきた本学の伝統を守るためにも、このたび、入学定員
を削減することとした。そして、そのためには、学則変更（収容定員減）が必要
である。

所　在　地
修業
年限

人

大 学 の 目 的

基 本 計 画 書

設 置 者

事 項 記 入 欄

基 本 計 画

計 画 の 区 分 短期大学の収容定員に係る学則変更

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ ｵｵﾂﾏｶﾞｸｲﾝ

大 学 の 名 称 大妻女子大学短期大学部（Otsuma Women's University Junior College Division）

フ リ ガ ナ

学校法人　大妻学院

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

フ リ ガ ナ ｵｵﾂﾏｼﾞｮｼﾀﾞｲｶﾞｸﾀﾝｷﾀﾞｲｶﾞｸﾌﾞ

　単位　科目

計
教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

　　科目 　科目 　科目

講義

(360)

200

実習

東京都千代田区三番町

（家政学） 第１年次 １２番地

短期大学士

同上

卒業要件単位数

1



4 人 3 人 0 人 1 人 人 7 人 人

3 1 0 0 0

短大全体（大学と共用）

（収益事業用からの用途変更

予定3,130.66㎡含む）

（用途未定　加賀寮
3,490.30㎡を含む）

（改築中の新校舎を含
む）

（新校舎は確認済証の
延床面積を使用）

（開設年次のみ借用面積

932.72㎡含む、期間22年11月

～25年5月）

短大全体

事務職員：事務局職
員（教務・学生・入
試・総務・財務・メ
ディア等）、カウン
セラー、寮監、学務
助手

技術職員：看護師

図書館専門職員：図
書館職員（司書）

その他の職員：守
衛、学寮給食係

13,904.04㎡

7,410.84㎡

105,311.97㎡

　　　〔　　〕
（　〔　　〕）

　　　〔　　〕
（　〔　　〕）

0.00㎡

0.00㎡

種 〔うち外国書〕

共用する他の
学校等の専用

計

13,904.04㎡

室

49,698.18㎡

共用する他の
学校等の専用

105,311.97㎡

7,410.84㎡

室
（補助職員

人）

室
（補助職員

人）

36

4

(29)

14

（7）
7 5 23

0 17

（17）

8

（0）

23

合　　　　計

既

設

分

家政科生活総合ビジネス専攻

家政科食物栄養専攻

計

合 計 0.00㎡

校 舎 敷 地 0.00㎡

（　44,515.95㎡）

計

情報処理学習施設

（　5,879.90㎡）

7,074.29㎡

語学学習施設

体育館
面積

㎡

標本

〔　　〕
（　　〔　　〕）

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕

図書館
面積 閲覧座席数

電子ジャーナル

㎡

点 点冊

〔　　〕
（　　〔　　〕）

　　　〔　　〕
（　〔　　〕）

　　　〔　　〕
（　〔　　〕）

収 納 可 能 冊 数

専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

計

図書

0.00㎡ 83,997.09㎡

小 計 0.00㎡ 97.901.13㎡ 0.00㎡ 97,901.13㎡

0.00㎡校
　
地
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用

運 動 場 用 地 0.00㎡ 83,997.09㎡

そ の 他 0.00㎡

31 37 68
(31) (37) (68)

2
(2) (0) (2)

(4)

8

(4) (4) (8)

事 務 職 員

技 術 職 員

図 書 館 専 門 職 員

そ の 他 の 職 員

教

員

組

織

の

概

要

1,634.79㎡

25      人

（8）

（3）

（18）

4

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種

室

講義室

専　　用

校　　　舎

（　1,634.79㎡）

教室等

（6）

（3）

英文科

計

国文科

4

（3）

6

16

3
（0）

（4） （0）

3

0 1

（0）

（0）
10

（1）

兼任
教員

（3）

学　部　等　の　名　称

家政科家政専攻

教授

新

設

分

（0）

専任教員等

11

0

（4）

3

8

4
（25）

（1）

（4）

（1）

講師 助手助教 計

1

00

7 0

准教授

24

（0） （24）（1）

7

（36）（7）（8）

（0） （1）

1

（8）

0

（0）

（0）

37

777
（77）

（0） （14）

（7）

（5） （23）

5
（0） （1）

(25)

0822
（24） （4）（0）（8）

34
（11）

4 12

新設学部等の名称

室

体育館以外のスポーツ施設の概要

実験実習室

室　　　数

室

機械・器具

点

学術雑誌
視聴覚資料

（　　　　　） （　　　　　）（　　　　　）

演習室

(0) (4)

共　　用

40,989.10㎡

（　37,001.26㎡）

2 0

4

計

0

（114）
計

54      人

（36） （12）

(54)

専　　任

44

114
（5）

（3）

（6） （1）

5 1

（4）

（　　　　　） （　　　　　） （　　　　　）

（9）

29      人

兼　　任

（37）

－千円

－千円 －千円

第６年次

－千円－千円 －千円

－千円 －千円 －千円 －千円

非実験系

25,029千円22,862千円

0千円 0千円 －千円

経費の
見積り

教員１
人当た
り研究
費等

実験系 －千円874千円

798千円

設備購入費 27,197千円

798千円

874千円 874千円

798千円

－千円

－千円－千円 －千円

－千円 －千円 －千円

共 同 研 究 費 等

17,171千円14,987千円12,803千円 －千円図書購入費経費の見
積り及び
維持方法

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次
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　国文科

　英文科

人間関係学部 1.23

（社会情報学）

社会情報学科 4 300 － 1200 学士 1.20 平成4年度 東京都多摩市唐木
田２丁目７番地１

1.20社会情報学部

同上

（文学）

400 学士 1.23 平成14年度コミュニケーション文化学科 4 100 －

同上

（文学）

400 学士 1.21 昭和42年度英文学科 4 100 －

同上

（文学）

400 学士 1.24 昭和42年度日本文学科 4 100 －

文学部 1.23

同上

（家政学）

400 学士 1.27 平成14年度ライフデザイン学科 4 100 －

同上

（家政学）

400 学士 1.17 昭和43年度児童学科 4 100 －

（家政学）

埼玉県入間市狭山
台２３４番地

食物学科 4 100 － 400 学士 1.05 昭和24年度 同上

東京都千代田区三
番町１２番地（家政学）

400 学士 1.18 昭和43年度被服学科 4 100 －

家政学部 1.16

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

大 学 の 名 称 大妻女子大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

東京都多摩市唐木
田２丁目７番地１（心理学）

12 修士 1.16 平成22年度臨床心理学専攻 2 6 －

東京都千代田区三
番町１２番地

東京都多摩市唐木
田２丁目７番地１（社会学）

12 修士 0.33 平成22年度現代社会研究専攻 2 6 －

同上

（文学）

16 修士 0.87 平成22年度言語文化学専攻 2 8 －

東京都多摩市唐木
田２丁目７番地１

（生活科学）

人間生活科学専攻 2 12 － 24 修士 0.74 平成22年度 東京都千代田区三
番町１２番地

0.78（修士課程）

同上

（文学）

9 博士 0.11 平成22年度言語文化学専攻 3 3 －

（生活科学）

人間生活科学専攻 3 3 － 9 博士 0.44 平成22年度 東京都千代田区三
番町１２番地

0.27（博士後期課程）

人間文化研究科

平成22年度より
学生募集停止（学術）

人間生活学専攻 3 － － － 博士 － 平成8年度 東京都千代田区三
番町１２番地

－（博士後期課程）

家政学研究科

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 大妻女子大学大学院

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

－千円

第３年次 第４年次 第５年次

－千円

1,377千円 1,105千円

   家政科　家政専攻・生活総合ビジネス専攻

　家政科　食物栄養専攻

1,397千円

－千円

－千円

1,377千円 1,105千円 －千円 －千円 －千円

－千円 －千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入等

維持方法
の 概 要

－千円

－千円 －千円

学
生
１
人
当
り
納
付
金

区　　分 第１年次 第２年次

1,422千円

1,125千円

1,150千円

3
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図書館棟５階に設置、延べ床面積40.10㎡

（多摩校地）

設置年月 平成２３年４月１日

規 模 等 （千代田校地）

所 在 地 東京都千代田区三番町１２番地

東京都多摩市唐木田２丁目７番地１

名 称 大妻女子大学キャリア教育センター

目 的 大妻女子大学及び大妻女子大学短期大学部共通の施設として、社会的・職業
的自立につながる基礎的素養と実践的能力を養成する正課内外のキャリア教
育・講座を行い、学生のキャリアアップを図ることを目的とする。

規 模 等 図書館棟地下１階・地下３階に設置、延べ床面積677.70㎡

所 在 地 東京都千代田区三番町１２番地

設置年月 平成２４年４月１日

名 称 大妻女子大学博物館

目 的 「日本人のくらしの知と美」に係わる諸資料を収集・調査研究・整理保存・
展示公開することにより、日本人のくらしに係わる歴史と文化を学内外に伝
えて行くこと、また、大妻学院に関する諸資料についても収集・調査研究・
整理保存・展示公開することにより、学内外に大妻学院の歴史と教育機関と
しての役割を周知することを目的とする。

（狭山台校地）

２号館４階・図書館棟１階～３階に設置、延べ床面積1,759.53㎡

（多摩校地）

図書館棟３階～４階に設置、延べ床面積2,659.88㎡

新校舎３階・大学校舎Ｃ棟３階・図書館棟地下２階～４階に設置、

延べ床面積4,034.17㎡

設置年月 平成２０年４月１日

規 模 等 （千代田校地）

東京都多摩市唐木田２丁目７番地１

埼玉県入間市狭山台２３４番地

目 的 大妻女子大学及び大妻女子大学短期大学部共通の施設として、教育・研究に
必要な図書、電子情報、その他各資料を収集、所蔵し、教職員、学生等の利
用に供するとともに、情報メディア環境を活用した教育・学習活動等への支
援と、そのために必要な開発業務を行うことをもって、本学の教育・研究の
充実発展に寄与することを目的とする。

所 在 地 東京都千代田区三番町１２番地

規 模 等 図書館棟５階～６階に設置、延べ床面積363.30㎡

名 称 大妻女子大学総合情報センター

附属施設の概要

名 称 大妻女子大学人間生活文化研究所

目 的 大妻女子大学及び大妻女子大学短期大学部の社会貢献の一環として、本学が
有する優れた知的資源を活用し、人間の生活文化全般にかかわる諸問題の基
礎的研究及びその結果の応用発展について、広く国際的・学際的見地から総
合的に研究・調査を行い、これらの成果を広く社会に提供することを目的と
する。

所 在 地 東京都千代田区三番町１２番地

設置年月 平成２０年４月１日

同上

（文学）

300 短期大学士 0.73 昭和42年度英文科 2 150 －

同上

（文学）

300 短期大学士 0.59 昭和42年度国文科 2 150 －

同上

（家政学）

300 短期大学士 1.02 昭和25年度　 食物栄養専攻 2 150 －

同上

（家政学）

　 生活総合ビジネス専攻 2 70 － 140 短期大学士 1.14 平成23年度

昭和25年度 東京都千代田区三
番町１２番地（家政学）

家政科 0.97

　 家政専攻 2 180 － 360 短期大学士 0.86

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

大 学 の 名 称 大妻女子大学短期大学部

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

同上
（比較文化学）

600 学士 1.19 平成11年度比較文化学科 4 150 －

比較文化学部 1.19

同上
（人間関係学）

400 学士 1.19 平成11年度人間福祉学科 4 100 －

同上
（人間関係学）

600 学士 1.26 平成11年度人間関係学科 4 150 －
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：

：

：
：

：
：

：
：
：規 模 等 図書館棟５階に設置、延べ床面積100.00㎡

所 在 地 東京都千代田区三番町１２番地

設置年月 平成１１年４月１日

名 称 大妻女子大学草稿・テキスト研究所

目 的 主として文芸に関わる草稿・テキスト等の基盤的研究及びその成果の文学研
究・文学教育への応用についての総合的研究を行うことを目的とする。

（多摩校地）

社会情報学部棟３階に設置、延べ床面積80.00㎡（他の附属施設と共用）

規 模 等 （千代田校地）

別館２の２階に設置、延べ床面積63.93㎡

東京都多摩市唐木田２丁目７番地１

設置年月 平成２３年４月１日

目 的 教職課程を履修する学生に対して指導や相談を行い、採用試験を受けて教壇
に立つまでをサポートするとともに、保育士、図書館司書、博物館学芸員ほ
か各種資格取得に係わるガイダンスや指導、情報提供等を行うことを目的と
する。

所 在 地 東京都千代田区三番町１２番地

社会情報学部棟３階に設置、延べ床面積80.00㎡（他の附属施設と共用）

名 称 大妻女子大学教職総合支援センター
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